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ガントリー型リニアックの特徴を考慮した漏えい線量評価システムを，PHITS を用いて構築している。加

速器ターゲットから放出された放射線が対向板と相互作用し，対向板からの発生放射線情報を用いた回転

照射を模擬した放射線情報による施設からの漏えい線量評価について報告する。 
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1. はじめに 

図１に示すように，電子線加速器ターゲットで発生し MLC から放出される放

射線が対向板に照射され，対向板から発生する放射線について既に報告した。こ

こでは，回転照射を模擬するために対向板の旋回軌道上への配置について検討し

た結果を述べる。 

2. 回転照射時の対向板配置の評価 

ガントリー型リニアックの特徴である回転照射を模擬するために，対向板から

発生する放射線情報を用いて，図２に示すように回転照射時の旋回軌道であるア

イソセンターから 86.4 ㎝の位置に対向板を複数（1～360 個）配置し，アイソセ

ンターから 1m の位置での放射線情報を PHITS により計算した。 

計算結果の１例として，図３に対向板を 36，120，360 配置した場合の放射線

分布を示す。 

図３からわかるように，対向板配置数を 120 か所（3 度間隔）とすることで，ほぼ一様な円環状放射線源を

作成することができた。今後，この円環状放射線源を用いて施設からの漏えい線量計算を進めて行く。 
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